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論 文 内 容 の 要 旨
Chaseの報告以来, 遅延型アレルギーは, 生細胞を用うれば伝達可能であるが, 血清または細胞を破
壊 して得た抽出液では伝達出来ないと一般に考えられて来た. しかし Lawrenceは, ヒトの各種の遅延
型アレルギーについて, 末梢白血球破砕液を用いて受身伝達 し得ることを見出した｡ 動物においても, 近
等は同様の TransferFactorを結核死菌感作ウサギの単核細胞抽出液中に見出した｡ しかしこの ｢ツ｣
反応の陽性転化現象は, Recipientとして使用した動物がすでに, 結核菌その他の myCohacterium に




U群, 10 日目に反対側の側腹部に DNFB溶液を3回反復塗布した後, 6日目,21日目のものをそれぞれ
VCa 群, VC21群と称 したO なお対照として正常無処置群を使用した｡ 各種のDonorより腹腔溶出細胞,
牌臓細胞および血清を採取し,細胞は凍結融解後20,000Gで遠沈し,上清を細胞抽出液とした｡ 此の抽出液
を莱滑水に対 して透析を行ない, 内液, 外液に分離した｡ また SephadexG25により高分子P lおよび低




腹腔鯵出細胞抽出液そのものでは, 不成功であるのに反 し, VC6群の細胞抽出液の透析内液を用いると
9例申5例に陽性の成績を得た｡ またSephadexG25の分画P lを用いた場合, VC6群にては13例中9例,




此の様に伝達された感受性が, 抗原に特異的であるかどうか, 即ち, 罪特異的な皮膚の反応性の冗進に
よるものでなく,Immunological現象であるか否かを味吟した｡
先ず, DNFBおよび NDMAにて能動感作した動物においては, この両薬剤および Picrylchlaride三
者間では交叉反応は認められなかった｡ また DNFB 感作動物より採取した各種細胞より得た伝達材料を
受身伝達した動物においても, 上記3種薬剤問に交叉反応は認められなかった｡ この成績は Turk等が
報告したところの細胞抽出液の受身伝達は伝達材料による非特異的な皮膚の反応性の元進に基づ くもので
あるという成績と,相反するものであった｡ その為著者は, 次のような検討を加えた｡ 先ず,単独感作群と
DNFB または NDMAとFreund'sComplete AdjuvaI1t との二重感作群の問の感受性の差を観察した
ところ, 感受性は単独感作群に比して, 二重感作群において減弱している事を認めた｡ そこで DNFB と
Freund'sCompleteAdjuvantで感作した動物の腹腔溶出細胞, リンパ節細胞より得た材料を用いて伝達
した所, 伝達成功率は, 予想に反して低かったのに対し, 牌臓細胞抽出液の透析内液を用いると, 高率に
伝達に成功した｡ しかも後者の場合は NDMA に対しても, 小数の動物に感受性の冗進を認めた｡ この
事からTurk等の得た成績は, Freund'sCompleteAdjuvantを用いて感作したための非特異的感受性
の冗進に基づくものであることが知られた｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
さきに泉はウサギにおいてツベルクリン･ アレルギーの受身伝達の肺胞細胞または血清の一定分画によ
って可能であることを証明しヒトのみならず動物 に も TransferFactor類似の因子のあることを示し
た｡





たは SephadexG25分画によって高率に受身伝達されることを報告している｡ 第2篇では, DNFB感作
動物からの受身伝達に抗原特異性があることを, p二Nitrosodimethylanilineおよび Picrylchlorideを
対照として確認した｡ しかし感作に Fre叩d'sCompleteAdjuvantを併用すると上記のどとき興味ある
結果が得られ, Turk等の指摘する非特異性過敏症の伝達なるものは Adjuvantの併用の結果であるこ
とが判ったと報じている｡ 以上のごとく本論文は免疫学の重大課題に対し新知見を加えた｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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